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期末テストを終えて 
学習アンケート結果から 

 さて、先週期末テストが行われました。丸付けした答案はすでに各教科担任から返却されていると

思います。「まあまあです」「ダメでした」「全教科半分は取れました」の声。点数だけで喜んだりが

っかりしたりするのではなく、毎日の授業の取組はどうであったかも振り返ってみましょう。 

下は、６月に生徒を対象に実施した「学習アンケート」の一部です。 

項  目 いつも 

（４点） 

だいたい 

（３点） 

あまり 

（２点） 

そうでな

い（１点） 

平均 

授業の準備をして２分前着席をし

ていますか。 
６ ３９ １３ １ ２．８５ 

 先生は、授業のめあてを設定して

いますか。 
４４ １３ １ １ ３．６９ 

 授業中、わからないとき、できな

いときに、周りの友達や先生に聞い

て解決しようとしていますか。 

２２ ２８ ８ ０ ３．２４ 

 自分の考えを説明したり、文章に

したりすることが得意ですか。 
８ ２０ ２５ ６ ２．５１ 

 

 このことから、次のことが言えます。 

① ほぼ２分前着席できているが、もう一歩である。 

② 今日の授業のめあてを確認し、何を学ぶのかを理解して授業に臨んでいる。 

③ 授業中、教師の発問に対して発言し、わからないときには解決しようと積極的に取り組んでいる。 

④ 自分の考えを説明したり、文章にしたりすることを苦手としている生徒が多い。 

 

確かな学力を身につけるためには、毎日の授業が大切であることは言う 

までもありません。学習していく中で、時には中学２年生、１年生、さら 

には小学校の学習にさかのぼって復習することも大切です。実は、「いま」 

の学習ではなく、「まえ」の学習で勘違いして覚えていることもあるから 

です。学校として、これからも「わかる」「できる」授業を目指すとともに、 

課題意識のある「自分の考えを説明する、文章にすること」にも意図的に 

取り組んでいきたいと思います。 

自立・貢献・挑戦 



 少し前ですが１９日（月）の朝の会で、中体連大会を振り返りながら、

勝つことの大変さや価値ある負けの大切さなどを伝えたところです。そ

の際、いのちの詩人と言われる相田みつをさんの詩『負ける練習』を紹

介しましたので、ここでも紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

６月２６日（月）から３週間、西山 

中の卒業生である金子和暉さんが教育 

実習中です。将来は、中学校の理科の 

先生を目指しているとのこと。「先生の 

卵」を皆さんで応援しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

水泳学習 １年 １１日（火）、１９日（水）  ２年 ７日（金）、１３日（木） 

     ３年 ５日（水）、１２日（水） 

６日（木） 第１回実力テスト（３年） 

１１日（火） 普通救命救急講習 

１４日（金） 授業参観（午前 フリー参観）、ＰＴＡ講演会、１学期末保護者会、学年懇談会 

 第２回ＰＴＡ役員会（１７：００～） 

２０日（木） 第１学期終業式、職員会議 

朝の会 

の話 

教育実習生が来ています 

７月の主な行事 

Q 生徒の印象は？ 

A 気軽に話しかけやすい方々で、部活動にとても

熱心だなと思いました。また、すれ違う際に挨拶し

てくれるので、挨拶ができる素晴らしい生徒だと思

いました。 

Q 中学校の思い出は？ 

A 部活動（バドミントン）です。暑い日が続いて大

変な時もありましたが、仲間と共に支え合って部活

ができたことは今でも一番の思い出です。 

Q 一言お願いします。 

A 埼玉工業大学から参りました。どうぞよろしくお

願いします。 


